
10

20

JP 7217910 B2 2023.2.6

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7217910号

(P7217910)
(24)登録日　令和5年1月27日(2023.1.27)(45)発行日　令和5年2月6日(2023.2.6)

(54)【発明の名称】　遊技機

(51)国際特許分類
　   Ａ６３Ｆ 7/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６３Ｆ 7/02 ３０４Ｄ 　　　

(21)出願番号　 特願2016-187359(P2016-187359)
(22)出願日　 平成28年9月26日(2016.9.26)
(65)公開番号　 特開2018-50694(P2018-50694A)
(43)公開日　 平成30年4月5日(2018.4.5)

審査請求日　 令和1年9月5日(2019.9.5)
審判番号　 不服2022-6899(P2022-6899/J1)
審判請求日　 令和4年5月9日(2022.5.9)

(73)特許権者　 599104196
株式会社サンセイアールアンドディ
愛知県名古屋市中区丸の内２丁目１１番 
１３号

(74)代理人　 110002158
特許業務法人上野特許事務所

(72)発明者　 山本  健弘
愛知県名古屋市中区丸の内２丁目１１番 
１３号  株式会社サンセイアールアンド 
ディ内

(72)発明者　 橋本  貴晶
愛知県名古屋市中区丸の内２丁目１１番 
１３号  株式会社サンセイアールアンド 
ディ内

(72)発明者　 平口  敏彦
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る 識 別 図 柄 が 表 示 さ れ る 表 示 装 置 で は な い 発 光 装 置 を 利 用 し て 実 行  
さ れ る 当 否 判 定 結 果 が 当 た り と な る こ と を 示 す 第 一 演 出 お よ び 前 記 発 光 装 置 と は 異 な る 装  
置 で あ る 音 出 力 装 置 を 利 用 し て 実 行 さ れ る 第 二 演 出 を 制 御 可 能 な 演 出 制 御 手 段 を 備 え 、
遊 技 者 が 操 作 手 段 を 操 作 し た タ イ ミ ン グ で は な い 複 数 の 所 定 タ イ ミ ン グ の い ず れ か に て 前  
記 演 出 制 御 手 段 に よ り 前 記 第 一 演 出 を 発 生 さ せ る 場 合 の 態 様 と し て 、
複 数 の 前 記 所 定 タ イ ミ ン グ に 含 ま れ る 特 定 タ イ ミ ン グ に て 前 記 第 一 演 出 が 発 生 す る 場 合 の  
態 様 で あ っ て 、 前 記 第 一 演 出 と 前 記 第 二 演 出 と を 併 せ て 発 生 さ せ る 複 合 演 出 態 様 、
お よ び 複 数 の 前 記 所 定 タ イ ミ ン グ に 含 ま れ る 、 前 記 特 定 タ イ ミ ン グ で は な い 通 常 タ イ ミ ン  
グ に て 前 記 第 一 演 出 が 発 生 す る 場 合 の 態 様 で あ っ て 、 前 記 第 二 演 出 を 発 生 さ せ ず に 前 記 第  
一 演 出 を 発 生 さ せ る 単 独 演 出 態 様
が 設 定 さ れ て お り 、
　 前 記 複 合 演 出 態 様 と し て 発 生 す る 前 記 第 一 演 出 と 、 前 記 単 独 演 出 態 様 と し て 発 生 す る 前  
記 第 一 演 出 と は 視 覚 的 態 様 が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】

請求項の数　1　（全12頁）
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 音 に よ り 当 否 判 定 結 果 を 示 唆 す る 演 出 が 実 行 可 能 な 遊 技 機 が 開 示  
さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 遊 技 機 の よ う に 、 公 知 の 遊 技 機 に お い て は 、 当  
否 判 定 結 果 を 示 唆 す る 演 出 を 構 成 す る 要 素 と し て 、 音 や 映 像 等 の 種 々 の 要 素 が 用 い ら れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ０ ２ ７ ５ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 演 出 の 趣 向 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 遊 技 機 を 提  
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 本 発 明 に か か る 遊 技 機 は 、 第 一 手 段 を 利 用 し て 実 行  
さ れ る 当 否 判 定 結 果 が 当 た り と な る こ と を 示 す 第 一 演 出 お よ び 前 記 第 一 手 段 と は 異 な る 第  
二 手 段 を 利 用 し て 実 行 さ れ る 第 二 演 出 を 制 御 可 能 な 演 出 制 御 手 段 を 備 え 、 前 記 演 出 制 御 手  
段 に よ り 前 記 第 一 演 出 を 発 生 さ せ る 場 合 の 態 様 と し て 、 前 記 第 一 演 出 と 前 記 第 二 演 出 と を  
併 せ て 発 生 さ せ る 複 合 演 出 態 様 、 お よ び 前 記 第 二 演 出 を 発 生 さ せ ず に 前 記 第 一 演 出 を 発 生  
さ せ る 単 独 演 出 態 様 が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に か か る 遊 技 機 に よ れ ば 、 演 出 の 趣 向 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 遊 技 機 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 表 示 装 置 （ 表 示 領 域 ） 識 別 図 柄 や 保 留 表 示 が 表 示 さ れ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 複 合 演 出 態 様 （ ａ ） と 単 独 演 出 態 様 （ ｂ ） を 説 明 す る た め の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 一 演 出 が 発 生 し 得 る タ イ ミ ン グ （ 特 定 タ イ ミ ン グ お よ び 通 常 タ イ ミ ン グ ） を 示  
し た 概 念 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 遊 技 機 １ の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。  
ま ず 、 図 １ を 参 照 し て 遊 技 機 １ の 全 体 構 成 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 遊 技 機 １ は 遊 技 盤 ９  
０ を 備 え る 。 遊 技 盤 ９ ０ は 、 ほ ぼ 正 方 形 の 合 板 に よ り 成 形 さ れ て お り 、 発 射 装 置 ９ ０ ８ （  
発 射 ハ ン ド ル ） の 操 作 に よ っ て 発 射 さ れ た 遊 技 球 を 遊 技 領 域 ９ ０ ２ に 案 内 す る 通 路 を 構 成  
す る ガ イ ド レ ー ル ９ ０ ３ が 略 円 弧 形 状 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 遊 技 領 域 ９ ０ ２ に は 、 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ 、 大 入 賞 口 ９ ０ ６ 、 ア ウ ト 口 ９ ０ ７ な ど が 設 け  
ら れ て い る 。 表 示 装 置 ９ １ は 、 遊 技 盤 ９ ０ の 後 方 に 設 け ら れ て お り 、 表 示 装 置 ９ １ の 表 示  
領 域 ９ １ １ は 遊 技 盤 ９ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ９ ０ １ を 通 じ て 視 認 可 能 と な る 領 域 で あ る 。 な  
お 、 各 図 に お い て は 、 表 示 領 域 ９ １ １ を 大 ま か に 略 方 形 状 に 記 載 す る が 、 そ の 形 状 等 は 適  
宜 変 更 可 能 で あ る （ 開 口 ９ ０ １ の 形 状 や 大 き さ 、 表 示 装 置 ９ １ 自 体 の 形 状 や 大 き さ を 変 更  
す る こ と で 表 示 領 域 ９ １ １ の 形 状 等 を 変 更 す る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 遊 技 領 域 ９ ０ ２ に は 、 流 下 す る 遊 技 球 が 衝 突 す る こ と に よ り 遊 技 球 の 流 下 態 様 に  
変 化 を 与 え る 障 害 物 と し て の 遊 技 釘 が 複 数 設 け ら れ て い る 。 遊 技 領 域 ９ ０ ２ を 流 下 す る 遊  
技 球 は 、 遊 技 釘 に 衝 突 し た と き の 条 件 に 応 じ て 様 々 な 態 様 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 こ の よ う な 遊 技 機 １ で は 、 発 射 装 置 ９ ０ ８ を 操 作 す る こ と に よ り 遊 技 領 域 ９ ０ ２ に 向 け  
て 遊 技 球 を 発 射 す る 。 遊 技 領 域 ９ ０ ２ を 流 下 す る 遊 技 球 が 、 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ や 大 入 賞 口  
９ ０ ６ 等 の 入 賞 口 に 入 賞 す る と 、 所 定 の 数 の 賞 球 が 払 出 装 置 に よ り 払 い 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 遊 技 機 １ の 枠 体 、 遊 技 球 を 貯 留 す る 下 皿 や 上 皿 な ど 、 本 発 明 に 関 係 の な い 遊 技 機  
１ の 構 成 要 素 は 説 明 を 省 略 す る 。 こ れ ら に つ い て は 公 知 の 遊 技 機 と 同 様 の 構 造 の も の が 適  
用 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 当 否 の 抽 選 （ 当 否 判 定 ） は 、 図 示 さ れ な い 主 制 御 基 板 に 構 築 さ れ た 回 路 で あ る 当 否 判 定  
手 段 が 、 図 １ に 示 す 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ へ の 遊 技 球 の 入 賞 を 契 機 と し て 実 行 す る （ こ の よ う  
な 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ は 複 数 設 け ら れ て い て も よ い ） 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 入 賞 「 口 」 （  
入 賞 し た 遊 技 球 が 内 部 に 取 り 込 ま れ る も の ） で あ る が 、 入 賞 「 領 域 」 （ 入 賞 し た 遊 技 球 が  
そ の ま ま 遊 技 領 域 ９ ０ ２ を 流 下 す る も の 。 入 賞 領 域 を ゲ ー ト の よ う な 態 様 と し た も の が 例  
示 で き る ） で あ っ て も よ い 。 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ へ の 遊 技 球 の 入 賞 を 契 機 と し て 乱 数 源 か ら  
数 値 （ 当 否 判 定 情 報 ） が 取 得 さ れ 、 当 該 数 値 が 予 め 定 め ら れ た 大 当 た り の 数 値 と 同 じ で あ  
る 場 合 に は 大 当 た り と な り 、 異 な る 場 合 に は は ず れ と な る 。 ま た 、 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ は 、  
遊 技 球 の 進 入 が 検 出 さ れ る こ と を 契 機 と し て 所 定 数 の 遊 技 球 （ い わ ゆ る 賞 球 ） が 払 い 出 さ  
れ る も の で な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 当 否 判 定 を 行 う た め の 数 値 が 取 得 さ れ た 順 に 当 否 判 定 結 果  
の 報 知 が 開 始 さ れ る こ と と な る が 、 あ る 数 値 が 取 得 さ れ た と き に 、 そ れ よ り 前 に 取 得 さ れ  
た 数 値 に 基 づ く 当 否 判 定 結 果 が 報 知 さ れ て い る 際 に は 、 当 該 あ る 数 値 に 基 づ く 当 否 判 定 結  
果 の 報 知 が 開 始 さ れ る ま で 、 図 示 さ れ な い 制 御 基 板 に 設 け ら れ た 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 。  
未 だ 当 否 判 定 結 果 の 報 知 が 開 始 さ れ て い な い 数 値 （ 以 下 、 保 留 （ 情 報 ） と 称 す る こ と も あ  
る ） の 最 大 の 記 憶 数 （ 最 大 保 留 数 ） は 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お け る 記  
憶 手 段 が 記 憶 で き る 最 大 の 保 留 情 報 の 数 は 四 つ で あ る 。 な お 、 当 否 判 定 を 行 う た め に 取 得  
さ れ た 数 値 は 、 当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る 演 出 の 具 体 的 な 内 容 を 決 定 す る た め の 数 値 と し て  
も 利 用 さ れ る 。 表 示 領 域 ９ １ １ に は 、 当 該 保 留 情 報 の 存 在 を 示 す マ ー ク （ 保 留 表 示 １ １ ）  
が 表 示 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ま た 、 始 動 入 賞 口 ９ ０ ４ に 入 賞 し た こ と を 契 機 と し て 即 座 に  
当 否 判 定 を 行 い 、 当 否 判 定 結 果 自 体 を 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ て お く 構 成 と し て も よ い （ か か  
る 場 合 に は 、 当 否 判 定 結 果 そ れ 自 体 が 保 留 情 報 と い う こ と に な る ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り で あ る か は ず れ で あ る か は 、 表 示 装 置 ９ １ の 表 示 領 域 ９ １ １ に  
表 示 さ れ る 複 数 種 の 識 別 図 柄 １ ０ （ 図 ２ 参 照 ） の 組 み 合 わ せ に よ っ て 報 知 さ れ る 。 本 実 施  
形 態 で は 、 そ れ ぞ れ が 複 数 種 の 識 別 図 柄 １ ０ を 含 む 三 つ の 識 別 図 柄 群 が 変 動 表 示 さ れ る 。  
各 識 別 図 柄 群 は 、 あ る 当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る 演 出 の 開 始 と 同 時 に 変 動 を 開 始 し 、 大 当 た  
り に 当 選 し て い る 場 合 に は 識 別 図 柄 １ ０ は 最 終 的 に 所 定 の 組 み 合 わ せ で 停 止 す る 。 当 該 所  
定 の 組 み 合 わ せ と し て は 、 同 じ 識 別 図 柄 １ ０ の 三 つ 揃 い が 例 示 で き る 。 は ず れ で あ る 場 合  
に は 識 別 図 柄 １ ０ は 大 当 た り と な る 組 み 合 わ せ 以 外 の 組 み 合 わ せ で 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 大 当 た り に 当 選 し た 場 合 に は 大 当 た り 遊 技 が 実 行 さ れ る 。 大 当 た り 遊 技 は 、 大 入 賞 口 ９  
０ ６ が 頻 繁 に 開 放 状 態 と な り 、 遊 技 者 が 多 く の 遊 技 球 （ い わ ゆ る 出 玉 ） を 獲 得 す る こ と が  
で き る も の で あ っ て 、 公 知 の 遊 技 機 と 同 様 で あ る た め 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に か か る 遊 技 機 １ は 、 図 示 さ れ な い サ ブ 制 御 基 板 に 構 築 さ れ た 回 路 で あ る 演  
出 制 御 手 段 に よ り 、 種 々 の 演 出 が 制 御 さ れ る 。 当 該 演 出 と し て 、 以 下 で 詳 細 を 説 明 す る 第  
一 演 出 お よ び 第 二 演 出 を 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 一 演 出 は 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ （ 本 発 明 に お け る 第 一 手 段 に 相 当 す る ） を 利 用 し た も の  
で あ る 。 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 少 な く と も Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 光 源 お よ び そ れ を 制 御 す る 回 路 等 を  
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含 む も の （ 光 源 を 発 光 さ せ る 装 置 ） で あ り 、 第 一 演 出 発 生 時 に 当 該 光 源 を 発 光 さ せ る 。 発  
光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 発 光 態 様 は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ が  
設 け ら れ る 位 置 は 、 遊 技 者 が 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 発 光 の 有 無 を 認 識 可 能 な 位 置 で あ れ ば よ  
い 。 本 実 施 形 態 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 遊 技 領 域 ９ ０ ２ 内 に 設 け ら れ て い る （ 遊 技 盤  
９ ０ に 固 定 さ れ て い る ） が 、 遊 技 領 域 ９ ０ ２ 外 に 設 け ら れ て い て も （ 前 側 の 枠 等 に 固 定 さ  
れ て い て も ） よ い 。 ま た 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 可 動 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 一  
演 出 と は 異 な る 演 出 発 生 時 に 、 第 一 演 出 発 生 時 と は 異 な る 発 光 態 様 で 発 光 さ せ る も の で あ  
っ て も よ い 。 か か る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 発 光 す る 第 一 演 出 は 、 遊 技 者 の 「 視 覚 」 に よ っ て  
認 識 （ 把 握 ） さ れ る 演 出 で あ る と い う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 か か る 第 一 演 出 は 、 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る 場 合 に 限 り 発 生 す  
る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 あ る 当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る た め の 一 連 の 演 出 中  
（ 識 別 図 柄 １ ０ （ 群 ） の 変 動 開 始 か ら 停 止 ま で ） に 第 一 演 出 が 発 生 し た 場 合 に は 、 当 該 当  
否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る こ と が 確 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 二 演 出 は 、 ス ピ ー カ ３ ０ （ 音 出 力 装 置 ； 本 発 明 に お け る 第 二 手 段 に 相 当 す る ） を 利 用  
し た 演 出 で あ る 。 第 二 演 出 発 生 時 に は 、 当 該 ス ピ ー カ ３ ０ か ら 所 定 の 演 出 音 （ 以 下 、 単 に  
演 出 音 と い う と き は 当 該 第 二 演 出 用 の 音 を 指 す も の と す る ） が 出 力 さ れ る 。 演 出 音 の 態 様  
は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る ス ピ ー カ ３ ０ は 、 他 の 演 出  
用 の 音 も 出 力 す る も の で あ る が 、 第 二 演 出 専 用 の ス ピ ー カ が 設 け ら れ た 構 成 と し て も よ い  
。 第 二 演 出 は ス ピ ー カ ３ ０ か ら 演 出 音 が 出 力 さ れ る も の で あ る た め 、 当 該 第 二 演 出 は 遊 技  
者 の 「 聴 覚 」 に よ っ て 認 識 （ 把 握 ） さ れ る 演 出 で あ る と い う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 は 、 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る も の で あ  
る と い う こ と が で き る 。 具 体 的 に い え ば 、 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ っ て 出 力 さ れ る 第 一 演 出  
を 構 成 す る 演 出 構 成 要 素 （ 光 ） と 、 ス ピ ー カ ３ ０ に よ っ て 出 力 さ れ る 第 二 演 出 を 構 成 す る  
演 出 構 成 要 素 （ 音 ） と は 、 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る も の で あ る と い う こ と  
で あ る 。 表 示 装 置 ９ １ の 表 示 領 域 ９ １ １ に 所 定 の 画 像 （ 動 画 、 静 止 画 を 含 む 。 以 下 「 画 像  
」 と い う と き に は 同 じ ） を 表 示 す る こ と を 第 一 演 出 （ 「 視 覚 」 に よ っ て 認 識 さ れ る 演 出 ）  
と し て 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 た だ し 、 こ れ は あ く ま で 一 例 で あ る 。 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 に よ っ  
て 把 握 さ れ る も の で あ れ ば 各 演 出 の 態 様 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 上 記 実 施 形 態 と は 逆 の 設  
定 、 す な わ ち 第 一 演 出 を 聴 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る 演 出 、 第 二 演 出 を 視 覚 に よ っ て 認 識 さ れ  
る 演 出 と し て も よ い 。 ま た 、 遊 技 者 の 「 触 覚 」 に よ っ て 認 識 さ れ る 演 出 を 第 一 演 出 ま た は  
第 二 演 出 と し て 設 定 し て も よ い 。 こ の よ う な 「 触 覚 」 に よ っ て 認 識 さ れ る 演 出 と し て は 、  
遊 技 者 が 感 じ る よ う な 風 を 遊 技 者 に 向 け て 送 る 構 成 や 、 何 ら か の 部 材 を 移 動 さ せ て 遊 技 者  
の 身 体 に 接 触 さ せ る 構 成 、 遊 技 者 が 感 じ る こ と が で き る 振 動 を 発 生 さ せ る 構 成 等 が 例 示 で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 第 一 演 出 は 、 上 記 第 二 演 出 と 併 せ て 発 生 す る こ と も あ れ ば 、 第 二 演  
出 を 伴 わ ず に 発 生 す る こ と も あ る 。 つ ま り 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 以 外 の 演 出 を 考 慮 し な け  
れ ば 、 第 一 演 出 の 発 生 態 様 と し て 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 一 緒 に 発 生 す る 複 合 演 出 態 様 （  
図 ３ （ ａ ） 参 照 ） と 、 第 一 演 出 の み が 発 生 す る 単 独 演 出 態 様 （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） が 設 定 さ  
れ て い る と い え る 。 な お 、 複 合 演 出 態 様 は 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 「 同 時 」 に 発 生 す る こ  
と に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 遊 技 者 が 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 同 時 期 に 発 生 し て い る こ と  
を 認 識 で き る 程 度 の 「 ず れ 」 が 設 定 さ れ て い て も よ い も の と す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は  
、 第 二 演 出 は 、 第 一 演 出 と と も に 発 生 す る 専 用 の 演 出 と し て 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第  
二 演 出 は 、 第 一 演 出 と 複 合 さ れ て 発 生 す る 演 出 で あ っ て 、 （ 第 一 演 出 の 発 生 を 伴 わ ず に ）  
そ れ 自 体 が 単 独 で 発 生 す る こ と は な い 。 た だ し 、 第 二 演 出 が 単 独 で 発 生 す る よ う に す る こ  
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と を 否 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 第 一 演 出 や 第 二 演 出 以 外 の 演 出 が 、 複 合 演 出 態 様 に よ  
り 発 生 す る 第 一 演 出 お よ び 第 二 演 出 や 、 単 独 演 出 態 様 に よ り 発 生 す る 第 一 演 出 と と も に 実  
行 さ れ る こ と を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 複 合 演 出 態 様 は 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 一 緒 に 発 生 す る も の で あ る か ら 、 第  
二 演 出 を 伴 わ ず に 第 一 演 出 が 発 生 す る 単 独 演 出 態 様 に 比 し て 「 目 立 つ 」 態 様 で あ る と い え  
る 。 逆 に 、 単 独 演 出 態 様 は 、 複 合 演 出 態 様 に 比 し て 「 目 立 た な い 」 態 様 で あ る と い え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 第 一 演 出 が 発 生 し 得 る タ イ ミ ン グ と し て 、 複 数 の タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い る 。 以  
下 の 説 明 で は 、 第 一 演 出 が 発 生 し 得 る 複 数 の タ イ ミ ン グ の う ち の 一 ま た は 複 数 の タ イ ミ ン  
グ を 特 定 タ イ ミ ン グ と 、 そ れ 以 外 の タ イ ミ ン グ を 通 常 タ イ ミ ン グ と 称 す る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 特 定 演 出 に 移 行 す る 直 前 の タ イ ミ ン グ が 特 定 タ イ ミ ン グ と し て 設 定 さ れ て い る （ 図 ４  
参 照 ） 。 特 定 演 出 に 移 行 す る 前 に 実 行 さ れ て い る 演 出 を 事 前 演 出 と す れ ば 、 事 前 演 出 と 特  
定 演 出 の 間 に 特 定 タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い る と も い え る 。 な お 、 遊 技 者 が 、 特 定 演 出 の  
移 行 を 契 機 と し て 第 一 演 出 が 発 生 し た と 感 じ る タ イ ミ ン グ で あ れ ば 、 特 定 タ イ ミ ン グ は 特  
定 演 出 の 開 始 時 点 か ら 前 後 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 定 演 出 は 、 そ の 結 末 に よ っ て 対 象 の 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る か 否 か が 示 唆 さ れ  
る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 当 該 特 定 演 出 と し て ス ー パ ー リ ー チ 演 出 が 設 定 さ れ て い  
る 。 ス ー パ ー リ ー チ 演 出 は 、 そ の 結 末 に と っ て 対 象 の 当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る 演 出 で あ る  
。 つ ま り 、 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る と き に 実 行 さ れ る 遊 技 者 に と っ て 有 利 な 結 末 と  
、 は ず れ と な る と き に 実 行 さ れ る 遊 技 者 に と っ て 不 利 な 結 末 と が 用 意 さ れ て い る 演 出 で あ  
る 。 有 利 な 結 末 や 不 利 な 結 末 は 複 数 種 の 結 末 が 用 意 さ れ て い て も よ い 。 な お 、 特 定 演 出 は  
、 ス ー パ ー リ ー チ 演 出 の よ う に そ の 結 末 に よ っ て 当 否 判 定 結 果 を 「 報 知 」 す る も の で は な  
く 、 「 示 唆 」 に 留 ま る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ス ー パ ー リ ー チ 演 出 へ 移 行 す る 契 機 は  
種 々 設 定 さ れ て い る た め 、 対 象 の 当 否 判 定 結 果 を 報 知 す る た め の 識 別 図 柄 １ ０ の 変 動 が 開  
始 さ れ て か ら 特 定 タ イ ミ ン グ に 至 る ま で の 時 間 は 、 常 に 一 定 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 演 出 は 、 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 場 合 、 そ の 演 出 態 様 は 必 ず 複 合 演 出 態 様  
と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 一 演 出 と と も に 第 二 演 出 が 発 生 す る 「 目 立 つ 」  
態 様 と な る 。 一 方 、 通 常 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 場 合 、 そ の 演 出 態 様 は 必 ず 単 独 演 出  
態 様 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 一 演 出 が 第 二 演 出 を 伴 わ ず に 発 生 す る 「 目  
立 た な い 」 態 様 と な る 。 た だ し 、 通 常 タ イ ミ ン グ に お い て 複 合 演 出 態 様 が 発 生 す る こ と が  
あ る 設 定 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 一 演 出 が 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 蓋 然 性 は 、 第 一 演 出 が 通 常 タ イ ミ ン グ に お  
い て 発 生 す る 蓋 然 性 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 一 演 出 が 発 生 す る こ と が  
決 定 さ れ た 場 合 、 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 確 率 を Ｘ ％ と 、 通 常 タ イ ミ ン グ に お い  
て 発 生 す る 確 率 を Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ ・ ・ ・ （ 通 常 タ イ ミ ン グ の 数 分 設 定 さ れ る ） ％ と す れ  
ば 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ ・ ・ ・ の 値 の 全 て が 、 Ｘ の 値 よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ て い  
る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 特 定 タ イ ミ ン グ は 一 つ の み で あ る が 、 特 定 タ イ ミ ン グ と し て  
複 数 の タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い る 場 合 に 、 第 一 演 出 が 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る  
確 率 を Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ ・ ・ ・ （ 特 定 タ イ ミ ン グ の 数 分 設 定 さ れ る ） ％ と す れ ば 、 Ｙ １ 、  
Ｙ ２ 、 Ｙ ３ ・ ・ ・ の 値 の い ず れ も が 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ ・ ・ ・ の 値 の い ず れ と 比 較 し た 場  
合 で あ っ て も 小 さ く な る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 特 定 タ イ ミ ン グ と し て 設 定 さ れ る タ イ ミ ン グ の 数 （ 本 実 施 形 態 で は 特 定 演 出 移 行  
時 の 一 つ ） は 、 通 常 タ イ ミ ン グ と し て 設 定 さ れ る タ イ ミ ン グ の 数 よ り も 少 な い （ 図 ４ 参 照  
） 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 通 常 タ イ ミ ン グ は 、 ス ー パ ー リ ー チ 演 出 中 に も 設 定 さ れ て  
い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 特 定 タ イ ミ ン グ お よ び 通 常 タ イ ミ ン グ を 設 定 す る こ と で 、 複 合 演 出 態 様 お よ  
び 単 独 演 出 態 様 の 両 方 を 相 当 数 経 験 し た 遊 技 者 に 対 し て は 、 限 ら れ た タ イ ミ ン グ で 発 生 す  
る の が 複 合 演 出 態 様 で あ り 、 ラ ン ダ ム に （ 予 想 不 可 能 な タ イ ミ ン グ で ） 発 生 す る の が 単 独  
演 出 態 様 で あ る と い う 印 象 を 与 え る 。 単 独 演 出 態 様 が ラ ン ダ ム で 発 生 す る と い う 印 象 を 高  
め る た め 、 通 常 タ イ ミ ン グ の 数 は で き る だ け 多 く す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 通 常 タ イ ミ  
ン グ 同 士 の 間 隔 は 一 定 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 こ の よ う に 特 定 タ イ ミ ン グ と 通 常 タ イ ミ ン グ に 区 分 け す る の は 、 上 記 の よ う な 作  
用 が 奏 さ れ る よ う に す る た め で あ っ て 、 必 ず し も こ の よ う に 区 分 け さ れ て い な け れ ば な ら  
な い わ け で は な い 。 つ ま り 、 第 一 演 出 が 発 生 す る 全 て の タ イ ミ ン グ に お い て 、 複 合 演 出 態  
様 が 発 生 す る こ と も あ れ ば 、 単 独 演 出 態 様 が 発 生 す る こ と も あ る 構 成 と す る こ と を 否 定 す  
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に か か る 遊 技 機 １ に よ れ ば 、 第 一 演 出 は 第 二 演 出 を 伴  
っ て 複 合 的 に 発 生 す る こ と も あ れ ば 、 第 二 演 出 を 伴 わ ず に 単 独 で 発 生 す る こ と も あ る 。 よ  
っ て 、 同 じ 第 一 演 出 で あ っ て も 、 そ の 発 生 態 様 に よ っ て 遊 技 者 に 対 し て 異 な る 印 象 を 与 え  
る こ と が で き る た め 、 第 一 演 出 の 発 生 に よ る 遊 技 の 趣 向 性 向 上 に つ な が る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 は 、 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 で 把 握 さ れ る も の で あ る 。 複 合 演 出  
態 様 は 、 第 一 演 出 が 、 そ れ と は 異 な る 感 覚 で 把 握 さ れ る 第 二 演 出 を 伴 っ て 複 合 的 に 発 生 す  
る も の で あ る た め 、 発 生 し た と き に 遊 技 者 に 与 え る 印 象 が 単 独 演 出 態 様 と は 大 き く 異 な る  
も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 に お け る 第 二 演 出 は 、 ス ピ ー カ ３ ０ か ら 演 出 音 を 出 力 す る も の で あ り  
、 遊 技 者 の 聴 覚 に 作 用 す る 演 出 で あ る 。 ゆ え に 、 遊 技 者 が ど の よ う な 状 態 に あ っ て も （ 表  
示 装 置 ９ １ に 表 示 さ れ る 映 像 等 に 注 目 し て い な い 状 態 等 に あ っ て も ） 、 第 二 演 出 の 発 生 に  
よ っ て 第 一 演 出 の 発 生 に 気 付 く 蓋 然 性 が 高 ま る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 複 合 演 出 態 様 が 発 生 す る タ イ ミ ン グ と し て 、 特 定 演 出 に 移 行 す る 直 前 の タ イ ミ ン  
グ で あ る 特 定 タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い る 。 特 定 演 出 は 、 遊 技 者 が 注 目 す る 演 出 で あ る と  
こ ろ 、 こ の よ う な タ イ ミ ン グ で は （ 単 独 演 出 態 様 に 比 し て ） 「 目 立 つ 」 複 合 演 出 態 様 に て  
第 一 演 出 を 発 生 さ せ る 。 つ ま り 、 遊 技 者 が 注 目 し て い る と き に 第 一 演 出 が 発 生 す る と き に  
は 、 当 該 第 一 演 出 を 目 立 つ よ う に す る こ と で 、 そ の 発 生 を 強 調 す る も の と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 単 独 演 出 態 様 は 、 特 定 タ イ ミ ン グ に 比 し て 多 く 設 定 さ れ た 通 常 タ イ ミ ン グ  
で 発 生 す る よ う に し て い る 。 通 常 タ イ ミ ン グ で の 第 一 演 出 の 発 生 は 、 あ ら ゆ る タ イ ミ ン グ  
で ラ ン ダ ム に 発 生 し て い る と い う よ う な 印 象 を 遊 技 者 に 与 え る も の で あ る た め 、 か か る 通  
常 タ イ ミ ン グ で の 第 一 演 出 の 発 生 は 第 二 演 出 の 発 生 を 伴 わ な い も の と し 、 敢 え て 目 立 た な  
い も の と す る こ と で 、 奥 深 い 遊 技 性 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 第 一 演 出 は 、 発 生 に よ っ て 対 象 の 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と  
な る こ と が 確 定 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 「 当 た り 確 定 演 出 」 の 発 生 態 様 と し て 、 比 較  
的 「 目 立 つ 」 複 合 演 出 態 様 と 比 較 的 「 目 立 た な い 」 単 独 演 出 態 様 を 設 定 し て い る も の で あ  
る 。 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 複 合 演 出 態 様 は 、 当 た り が 確 定 し た こ と に 対 す る 喜  
び を 増 長 さ せ る も の で あ り 、 通 常 タ イ ミ ン グ に お い て 発 生 す る 単 独 演 出 態 様 は 、 突 然 発 生  
し た こ と に 対 す る 驚 き を 与 え る も の で あ る と い え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 何 ら 限 定  
さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 改 変 が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に か か る 遊 技 機 １ は い わ ゆ る ぱ ち ん こ 遊 技 機 で あ る が 、 回 動 式 遊  
技 機 等 の 他 の 遊 技 機 に 対 し 同 様 の 技 術 思 想 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 は 、 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る 演  
出 で あ る 、 具 体 的 に は 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ か ら 出 力 さ れ る 第 一 演 出 を 構 成 す る 演 出 構 成 要 素  
（ 光 ） と 、 ス ピ ー カ ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 第 二 演 出 を 構 成 す る 演 出 構 成 要 素 （ 音 ） が 遊 技 者  
の 異 な る 感 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る も の で あ る こ と を 説 明 し た が 、 同 種 の 感 覚 に よ っ て 認 識  
さ れ る も の と し て も よ い 。 た だ し 、 第 一 演 出 を 構 成 す る 演 出 構 成 要 素 を 出 力 す る 手 段 （ 装  
置 ） と 、 第 二 演 出 を 構 成 す る 演 出 構 成 要 素 を 出 力 す る 手 段 （ 装 置 ） が 異 な る も の で あ る と  
よ い 。 例 え ば 、 複 数 の 表 示 装 置 を 備 え 、 あ る 表 示 装 置 に 所 定 の 画 像 （ 第 一 画 像 ） を 表 示 す  
る こ と が 第 一 演 出 と し て 設 定 さ れ 、 当 該 あ る 表 示 装 置 と は 異 な る 別 の 表 示 装 置 に 所 定 の 画  
像 （ 第 二 画 像 ） を 表 示 す る こ と が 第 二 演 出 と し て 設 定 さ れ た 構 成 と す る こ と が 考 え ら れ る  
。 か か る 場 合 に は 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 の い ず れ も が 、 遊 技 者 の 視 覚 に よ っ て 認 識 さ れ る  
と い う こ と に な る が 、 各 演 出 を 実 行 す る 手 段 （ 装 置 ） は 異 な っ て い る と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 一 演 出 や 第 二 演 出 を 、 遊 技 者 の 複 数 の 感 覚 に よ り 認 識 さ れ る 演 出 と し て も よ い 。 例 え  
ば 、 第 一 演 出 を 遊 技 者 の 視 覚 お よ び 聴 覚 に よ り 認 識 さ れ る 演 出 と す る 一 方 、 第 二 演 出 を 遊  
技 者 の 触 覚 に よ り 認 識 さ れ る 演 出 と す る 。 か か る 構 成 と す る 場 合 に は 、 第 一 演 出 が 単 独 で  
発 生 し 得 る 演 出 で あ る こ と を 踏 ま え 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 基 本 的 に は 異 な る 演 出 で あ る  
と い う こ と を 認 識 さ せ る た め に 、 第 一 演 出 を 認 識 す る た め の 一 ま た は 複 数 の 感 覚 の 全 て が  
、 第 二 演 出 を 認 識 す る た め の 一 ま た は 複 数 の 感 覚 と 異 な っ て い る も の と す る こ と が 好 ま し  
い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 複 合 演 出 態 様 時 に お け る 第 一 演 出 の 態 様 と 、 単 独 演 出 態 様 時 に お け る 第 一 演 出 の 態 様 が  
異 な る も の （ 遊 技 者 に 同 じ 演 出 で あ る と い う こ と が 把 握 さ れ る 程 度 に 異 な ら せ る ） と し て  
も よ い 。 上 記 実 施 形 態 に 則 し て 言 え ば 、 複 合 演 出 態 様 時 に お い て 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 発 光  
さ せ る 時 間 と 、 単 独 演 出 態 様 時 に お い て 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 発 光 さ せ る 時 間 を 異 な ら せ る  
と い っ た こ と が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 複 合 演 出 態 様 は 、 目 立 た せ る た め に 第 一 演 出 と と も  
に 第 二 演 出 を 発 生 さ せ る も の で あ る か ら 、 複 合 演 出 態 様 時 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 発  
光 時 間 を 、 単 独 演 出 態 様 時 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 発 光 時 間 よ り も 長 く す る こ と が 考  
え ら れ る 。 ま た 、 こ れ と 同 様 の 考 え に 基 づ き 、 複 合 演 出 態 様 時 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０  
の 発 光 の 明 る さ （ 発 光 強 度 ） を 、 単 独 演 出 態 様 時 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 発 光 の 明 る  
さ よ り も 高 く す る と い っ た こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 一 演 出 は 、 発 生 に よ り 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る こ と が 確 定  
す る 演 出 で あ る こ と を 説 明 し た が 、 発 生 に よ り 当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る 蓋 然 性 が 高  
ま る こ と （ い わ ゆ る 大 当 た り 期 待 度 が 高 ま る こ と ） に 留 ま る 演 出 （ い わ ゆ る チ ャ ン ス ア ッ  
プ の 演 出 ） で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 複 合 演 出 態 様 と 単 独 演 出 態 様 と で は 、 チ ャ ン ス ア  
ッ プ の 程 度 に 差 が 設 定 さ れ て い る と よ い 。 例 え ば 、 相 対 的 に 「 目 立 つ 」 態 様 で あ る 複 合 演  
出 態 様 の 方 が 、 相 対 的 に 「 目 立 た な い 」 態 様 で あ る 単 独 演 出 態 様 よ り も 、 発 生 し た と き に  
当 否 判 定 結 果 が 大 当 た り と な る 期 待 が 高 ま る よ う な 設 定 と す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 実 施 形 態 か ら 得 ら れ る 具 体 的 手 段 （ 遊 技 機 ） を 以 下 に 列 挙 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
・ 手 段 １
　 第 一 手 段 を 利 用 し て 実 行 さ れ る 第 一 演 出 お よ び 前 記 第 一 手 段 と は 異 な る 第 二 手 段 を 利 用  
し て 実 行 さ れ る 第 二 演 出 を 制 御 可 能 な 演 出 制 御 手 段 を 備 え 、
　 前 記 演 出 制 御 手 段 に よ り 前 記 第 一 演 出 を 発 生 さ せ る 場 合 の 態 様 と し て 、
前 記 第 一 演 出 と 前 記 第 二 演 出 と を 併 せ て 発 生 さ せ る 複 合 演 出 態 様 、
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お よ び 前 記 第 二 演 出 を 発 生 さ せ ず に 前 記 第 一 演 出 を 発 生 さ せ る 単 独 演 出 態 様
が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 、 第 一 演 出 の 発 生 態 様 と し て 、 第 二 演 出 と と も に 発 生 す る 目 立 つ 態 様 と 、 第  
二 演 出 が 発 生 し な い 目 立 た な い 態 様 が 設 定 さ れ て い る た め 、 第 一 演 出 を 用 い た 遊 技 の 趣 向  
性 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
・ 手 段 ２
　 前 記 第 一 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ る 演 出 構 成 要 素 を 遊 技 者 が 把 握 す る た め の 感 覚 と 、 前 記  
第 二 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ る 演 出 構 成 要 素 を 遊 技 者 が 把 握 す る た め の 感 覚 は 異 な る も の で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 手 段 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
・ 手 段 ３
　 前 記 第 一 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ る 演 出 構 成 要 素 は 遊 技 者 の 視 覚 に よ っ て 把 握 さ れ る も の  
で あ り 、 前 記 第 二 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ る 演 出 構 成 要 素 は 遊 技 者 の 視 覚 以 外 の 感 覚 に よ っ  
て 把 握 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 一 手 段 が 出 力 す る 演 出 構 成 要 素 と 第 二 手 段 が 出 力 す る 演 出 構 成 要 素 と は  
、 遊 技 者 の 異 な る 感 覚 に よ っ て 把 握 さ れ る よ う に す る こ と で 、 第 一 演 出 と 第 二 演 出 が 併 せ  
て 発 生 し た と き に 、 両 演 出 が 一 つ の 演 出 で あ る と 誤 解 さ れ て し ま う の を 防 止 す る こ と が 可  
能 で あ る 。 ま た 、 両 演 出 を 把 握 す る た め の 感 覚 が 異 な る た め 、 両 演 出 が 併 せ て 発 生 し た と  
き の 印 象 を 高 め る こ と が 可 能 で あ る 。   
【 ０ ０ ４ ９ 】
・ 手 段 ４
　 前 記 第 一 演 出 が 発 生 す る タ イ ミ ン グ と し て 、 発 生 す る 演 出 の 態 様 が 前 記 複 合 演 出 態 様 と  
な る 一 ま た は 複 数 の 特 定 タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 １ か ら 手 段 ３  
の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 複 合 演 出 態 様 が 発 生 す る タ イ ミ ン グ が 設 定 さ れ て い れ ば 、 一 度 複 合 演 出 態  
様 に よ る 演 出 発 生 を 経 験 し た 遊 技 者 は 当 該 タ イ ミ ン グ が 訪 れ た と き に 複 合 演 出 態 様 に よ る  
演 出 発 生 を 期 待 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
・ 手 段 ５
　 前 記 特 定 タ イ ミ ン グ は 、 前 記 第 一 演 出 が 発 生 し う る そ れ 以 外 の タ イ ミ ン グ よ り も 、 前 記  
第 一 演 出 が 発 生 す る 蓋 然 性 が 高 く 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ４ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 特 定 タ イ ミ ン グ に お い て 第 一 演 出 が 発 生 す る 確 率 が 高 い 、 す な わ ち そ れ 以 外 の タ イ ミ ン  
グ に お い て 第 一 演 出 が 発 生 す る 確 率 が 低 い も の と す れ ば 、 特 定 タ イ ミ ン グ 以 外 の タ イ ミ ン  
グ に お い て は （ 複 合 演 出 態 様 に 比 し て ） 目 立 た な い 単 独 演 出 態 様 で 第 一 演 出 が 発 生 す る 場  
合 が 多 く な る た め 、 演 出 を 注 視 し て い な け れ ば 第 一 演 出 の 発 生 に 気 付 か な い こ と も 多 く な  
る 。 よ っ て 、 実 行 さ れ て い る 演 出 に 対 す る 遊 技 者 の 注 目 度 合 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
・ 手 段 ６
　 前 記 第 一 演 出 が 発 生 し 得 る 全 て の タ イ ミ ン グ の う ち 、 前 記 特 定 タ イ ミ ン グ と し て 設 定 さ  
れ る も の の 数 は 、 そ れ 以 外 の タ イ ミ ン グ と し て 設 定 さ れ る も の の 数 よ り も 少 な く 設 定 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ４ ま た は 手 段 ５ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す れ ば 、 （ 複 合 演 出 態 様 に 比 し て ） 目 立 た な い 単 独 演 出 態 様 で 第 一 演  
出 が 発 生 す る タ イ ミ ン グ が 多 く な る か ら 、 実 行 さ れ て い る 演 出 に 対 す る 遊 技 者 の 注 目 度 合  
を さ ら に 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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・ 手 段 ７
　 前 記 特 定 タ イ ミ ン グ の 少 な く と も 一 つ と し て 、 結 末 に よ っ て 当 否 判 定 結 果 が 示 唆 さ れ る  
特 定 演 出 へ の 移 行 時 が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ４ か ら 手 段 ６ の い ず れ か に 記  
載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 特 定 演 出 へ の 移 行 時 は 遊 技 者 が 注 目 す る 状 態 で あ る と い え る 。 こ の よ う な タ イ ミ ン グ に  
お い て は 、 （ 単 独 演 出 態 様 に 比 し て ） 目 立 つ 複 合 演 出 態 様 で 第 一 演 出 を 発 生 さ せ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
・ 手 段 ８
　 前 記 第 一 演 出 は 、 発 生 に よ っ て 当 否 判 定 結 果 が 当 た り と な る こ と が 確 定 す る も の で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 手 段 １ か ら 手 段 ７ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 一 演 出 は い わ ゆ る 当 た り 確 定 演 出 で あ る と よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
１   遊 技 機
１ ０   識 別 図 柄
２ ０   発 光 ユ ニ ッ ト （ 第 一 手 段 ）
３ ０   ス ピ ー カ （ 第 二 手 段 ）
９ １   表 示 装 置
９ １ １   表 示 領 域
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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